
札幌駅よりJRで６分 ・琴似駅より徒歩３分 

電車・地下鉄をご利用の場合 

バスをご利用の場合 

お車をご利用の場合 

JR函館本線「琴似駅」徒歩3分  
JR学園都市線「八軒駅」徒歩15分 
地下鉄東西線「琴似駅」2番出口より徒歩15分 

(琴46) (琴40)系統「八軒2条1丁目」バス停下車 徒歩1分 
(52)系統「JR琴似駅」バス停下車 徒歩3分 

当院裏側の併設駐車場(無料)をご利用ください 

〒063-0842札幌市西区八軒2条西1丁目1-1 
TEL:011-611-1391   FAX:011-621-1100 

診療受付時間 午前 
       午後 
休診日    土曜午後、日曜、祝日、年末年始 

外来診療予定表 令和元年7月時点 

アクセス良好 
便利・快適 
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8：30 ～ 11：30 
13：00 ～ 16：30 

ALTA療法（4段階注射法） 

メスを使わず注射で治す『痔』の治療 

アクセス 

  
  診療科 月 火 水 木 金 土 

 
 

午前 
 

受付時間 
8:30～11:30 

消化器内科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（ ＶＡＤ外来 ） ○ 

循環器内科 ○ ○ 

呼吸器内科 ○ ○ ○ ○ ○(受付終了11：00) 

糖尿病内科 ○ ○ 

化学療法 ○ ○ ○ ○ ○ 

泌尿器科 ○新患・予約外は 

10：30受付終了 
    ○(第1･3週) 

外科 ○ ○ ○ ○ ○(乳腺/甲状腺) ○ 

肛門外科 ○ ○ ○ 

整形外科 ○ ○ ○(第1･3･5週) ○ ○ ○ 

脳神経外科 ○ ○   ○ 

手外科(完全予約制) ○   ○ ○   

形成外科 ○ ○ 
リンパ浮腫外科外来 

(完全予約制) 
○ ○ 

皮膚科 ○ ○ ○ ○ 

午後 
 

受付時間 
13:00～16:30 

消化器内科 ○ ○ ○ ○ ○ 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

（ ＶＡＤ外来 ） ○ 

循環器内科 ○(※1隔週) ○(※1隔週) ○ 

呼吸器内科 ○ ○ ○ ○ 

糖尿病内科 ○ 

泌尿器科 ○ 

外科 ○(乳腺/甲状腺) 

(第1･2･4･5週) 
○ ○ ○ ○ 

肛門外科 ○(第1･2･4･5週) ○ 

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○(第1･2･4･5週) 

脳神経外科 ○ ○もの忘れ(認知症)外来 

完全予約制 

皮膚科 ○ ○ 

＊1 火曜日・水曜日午後の循環器内科外来は隔週のため、事前にご連絡ください。 

 みなさまがより快適に健診が受けられますように、人間ドック

や法定健診、乳腺ドック、膵臓・胆道ドックなどの健診コースを

取り揃えております。また札幌市の各種健診にも対応しておりま

す。 

 万一、異常が見つかっても、 

当院にてスムーズな二次検査、 

治療が可能です。 

 ぜひ、みなさまの健康管理に 

ご活用ください。 

インフォメーション 

特集（外科） 

部署紹介 
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・・・痔の治療『ALTA療法（4段階注射法）』 
 ・・・手術室の紹介 



   

ALTA療法（4段階注射法） 

メスを使わず注射で治す『痔』の治療 

 痔を切らずに、注射で治す画期的な治療法です。 

座薬や軟膏を肛門に注入する方法では治らない、排便時に出血がある、排便時に脱肛するが、 

自然に戻る、排便時に肛門が脱出する。指で押さないと戻らない、などの脱肛を伴った痔（内痔核）

でお悩みの方にとって、夢のような治療と言えます。 

 

排
便
時
の
息
張
り
な
ど
に
よ
っ

て
肛
門
の
静
脈
圧
の
上
昇
が
繰
り

返
さ
れ
る
と
、
付
近
の
静
脈
叢
が

風
船
の
よ
う
に
拡
張
し
て
静
脈
瘤

を
形
成
し
、
皮
膚
や
粘
膜
が
〝
こ

ぶ
〟
状
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

こ
れ
が
肛
門
の
内
側
に
で
き
た
も

の
を
内
痔
核
と
い
い
、
外
側
に
で

き
た
も
の
を
外
痔
核
と
い
い
ま
す
。 

 

内
痔
核
の
場
合
、
外
側
に
飛
び

出
し
て
腫
脹
す
る
と
激
し
い
痛
み

が
出
現
し
ま
す
が
、
普
段
は
無
症

状
で
す
。
来
院
さ
れ
る
多
く
の
患

者
様
は
鮮
や
か
な
色
彩
の
排
便
時

出
血
を
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

外
痔
核
は
排
便
時
の
息
張
り
に

よ
っ
て
怒
張
し
た
静
脈
叢
が
突
然

破
裂
し
て
皮
下
出
血
を
来
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
、
強
い
痛
み
を

と
も
な
っ
た
肛
門
周
囲
の
〝
こ
ぶ

〟
と
し
て
発
症
し
ま
す
。 

痔
核
と
は 

 

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
痔
核
が
こ

の
治
療
の
適
応
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
痔
核
の
脱
出
の
程

度
・
部
位
に
よ
っ
て
は
従
来
の
手

術
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
妊
婦
、
授

乳
中
の
女
性
な
ど
は
、
こ
の
治
療

が
受
け
ら
ま
せ
ん
。
ま
た
腎
臓
の

悪
い
人
も
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
の
診

察
が
必
要
で
す
。 

 

外
来
で
も
施
行
可
能
な
治
療
で
す

が
、
当
院
で
は
原
則
１
泊
２
日
の

入
院
期
間
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

気
に
な
る
費
用
の
方
で
す
が
、 

手
術
料
・
入
院
費
用
込
で 

１
割
負
担
で
、
約
１
万
５
千
円
、

３
割
負
担
で
、
約
４
万
５
千
円
で

す
。 

 手術室では、消化器外科、外科、整形外科、皮膚科、脳

神経外科、形成外科の手術に対応しています。 

 消化器外科に関しましては、体に優しく負担の少ない低

侵襲な腹腔鏡下手術が多く、胆石症、鼠径ヘルニアなどの

良性疾患はもとより、胃がん、大腸がん、膵臓がん、胆管

がん、胆嚢がん、肝臓がんなどの悪性疾患や患者の状態に

応じて腹腔鏡手術か開腹手術か選択されています。手術室

看護においては、手術を受ける患者が少しでも安心して手

術に臨めるよう、手術当日担当看護師が病室へ伺い、患者

と一緒に手術室に入室しています。 

 このように、術中における直接・間接介助、麻酔担当は

もちろんのこと、術前・術後を通して継続的な看護と笑顔

を提供しています。 

 

 また、手術室には手術医師をはじめ、麻酔科医師、放射

線科、臨床工学技士、薬剤師、総務課、医事課など様々な

専門職が関与しています。各々の専門知識・技術を最大限

に発揮し最高のパフォーマンスをするため、チーム医療を

意識し、協同しています。 

はやま さとし 

外科医長 

医学博士 
日本外科学会 指導医 専門医  
日本消化器外科学会 指導医 専門医 
日本消化器病学会 指導医 専門医 
肝胆膵外科学会 評議員 
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医 
日本がん治療認定医機構がん治療認定医 
マンモグラフィー読影認定医 

早馬 聡 

 

内
痔
核
の
治
療 

 

症
状
は
自
然
に
軽
快
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
病
気
そ
の
も
の

は
治
癒
す
る
こ
と
は
無
く
、
増
悪

と
改
善
を
繰
り
返
し
ま
す
。
座
薬

や
軟
膏
な
ど
の
外
用
薬
は
内
痔
核

の
症
状
に
対
し
て
有
効
で
す
が
、

対
症
療
法
で
す
の
で
根
治
性
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
テ
ロ
イ
ド

が
含
ま
れ
て
い
る
薬
剤
が
多
く
、

長
期
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
避
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
2
度
以
上
の
内
痔
核
に

つ
い
て
は
手
術
適
応
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

手
術
治
療
と
し
て
は
従
来
、
痔

核
結
紮
切
除
術
や
専
用
の
自
動
吻

合
器
を
用
い
た
Ｐ
Ｐ
Ｈ
法
な
ど
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
硬

化
薬
剤
を
用
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法

も
専
門
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

当
院
で
は
ジ
オ
ン
注
を
用
い
た

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
ン
注
は
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

カ
リ
ウ
ム
と
タ
ン
ニ
ン
酸
を
主
成

分
と
し
、
注
射
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
痔
に
流
れ
込
む
血
液
の
量
を
減

ら
し
て
痔
を
硬
化
、
縮
小
さ
せ
、

痔
を
粘
膜
に
癒
着
、
固
定
さ
せ
る

療
法
で
す
。
出
血
や
痔
の
脱
出
、

肛
門
の
ま
わ
り
の
腫
れ
が
な
く
な

り
ま
す
。 

脱
出
を
伴
う
内
痔
核(

２
度
～)

に

適
応
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者

様
に
適
応
が
あ
り
ま
す
。
従
来
の

痔
核
結
紮
切
除
術
と
同
等
の
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
痔
核
を
切
り
取

る
手
術
と
違
っ
て
痔
核
の
痛
み
を

感
じ
な
い
部
分
に
注
射
す
る
た
め
、

「
傷
口
か
ら
出
血
す
る
」 

「
傷
口
が
痛
む
」
と
い
っ
た
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

治
療
の
た
め
に
お
仕
事
を
長
期

に
休
ん
だ
り
す
る
必
要
も
な
く
、

身
体
的
・
経
済
的
負
担
が
軽
い
治

療
と
い
え
ま
す
。 

痔
核
硬
化
療
法 

(

４
段
階
注
射
法)

 

 

一
部
の
患
者
様
で
は
、
複
数
回

の
治
療
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
し
、
再
発
す
る
可
能
性
（
再
発

率
は
1
年
で
10
％
程
度
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
）
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
も
繰
り

返
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
こ
の
治
療
法
の
メ
リ
ッ
ト
で

も
あ
り
ま
す
。 

  

ジオン注射療法＝ALTA療法（アルタ療法） 

痔核の分類 
内痔核は病状により、次の4段階に分類されています。 

痔核が肛門の内側に
とどまっているもの。 

痔核が肛門の外側に
脱出するが、自然に
還納するもの。 
 

痔核が肛門の外側に
脱出し、自分で押し
戻すと還納できるも
の。 

痔核が肛門の外側に
脱出したままの状態
で、押し戻せなく
なったもの。 

1度 2度 3度 4度 

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ 

（
ア
ル
タ
）
療
法
の
実
際 

①
ま
ず
最
初
に
麻
酔
を
行
い
ま
す
。

（
全
身
麻
酔
も
し
く
は
仙
骨
硬
膜
外
麻

酔
） 

②
痔
核
に
対
す
る
注
射
を
行
い
ま
す
。

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
治
療
図
） 

ひ
と
つ
の
痔
核
に
対
し
て
図
の
よ
う

に
４
か
所
に
分
割
し
て
投
与
し
ま
す
。

こ
れ
は
痔
核
に
薬
液
を
十
分
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
の
方
法
で
、
こ
の
た
め

四
段
階
注
射
法
と
命
名
さ
れ
て
い
ま

す
。
複
数
の
痔
核
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
投
与
し
ま
す
。
１
回
の

手
術
で
最
大
３
か
所
の
注
射
が
可
能

で
す
。
治
療
に
か
か
る
時
間
は
、
麻

酔
も
含
め
て
３
０
分
程
度
で
す
。 

③
翌
日
、
患
部
の
診
察
後
に
退
院

と
な
り
ま
す
。
１
週
間
か
ら
１
ヶ

月
程
度
で
、
投
与
し
た
部
分
が
次

第
に
小
さ
く
な
り
、
引
き
伸
ば
さ

れ
て
い
た
支
持
組
織
が
元
の
位
置

に
癒
着
・
固
定
し
て
、
脱
出
が
み

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
手
術
後
の

継
続
的
な
通
院
は
原
則
不
要
と
な

り
ま
す
。 

部署紹介【手術室】 

四段階注射法と治療効果 

〈田辺三菱製薬〉 


